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2015年5月　 
院内倫理委員会承諾 
（日本産婦人科学会申請中) 
 
2015年7月 
院内での診療科間連携・他業種介入による 
那須赤十字病院がん・生殖医療院内ネットワーク 
(Nasu Oncofertility Intra-Network;NOFI)  
 
2015年10月　 
未婚乳癌患者に対する卵子凍結 
 
2015年12月　 
既婚乳癌患者に対する受精卵凍結 
 

那須赤十字病院 



産婦人科 

がん治療科 

患者の安全性に 
配慮した十分な 
妊孕性温存治療 

患者の生命だけでなく 
妊孕性にも配慮した 
十分な医療提供 

患者の仲介を 
必要としない 
医療連携 

がん治療 

心理士・看護師 
カウンセラーなど 

患者の心理状況 
などの把握 

患者の心理状況 
などの把握 

医師・研究者では解決できない 
問題への対応と心理的サポート 

生殖 

腫瘍 周産期 

産婦人科医師による 
緊密な連携による 
母児ともに安全な出産 

•  乳腺外科 
•  血液内科 
•  小児科 
•  泌尿器科 

NOFIについて 
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2015年11月22日 
自治医科大学附属病院臨床研究等倫理審査委員会承認 
2016年1月25日　 
日本産科婦人科学会承認（卵子凍結のみ） 
2016年5月25日 
がん・生殖医療に関する講演会を開催 
2016年7月30日　 
卵子凍結0、受精卵凍結３件 
 

自治医科大学 
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2016年2月18日 
第1回とちぎ生殖医療研究会　一般演題　1題 
2016年4月26日 
栃木県医療政策課とのキックオフミーティング 
2016年8月25日 
栃木がん・生殖医療研究会 
 

栃木県として 





2016年2月18日 
第1回とちぎ生殖医療研究会　一般演題　1題 
2016年4月26日 
栃木県医療政策課とのミーティング 
2016年8月25日 
栃木がん・生殖医療研究会 
 
未定 
下野新聞で特集記事掲載予定 
（生活部　萩原記者） 
 

栃木県として 





ネットワークの運営体制（1） 
紹介先の主な施設 複数 

•  自治医科大学産婦人科 
•  中央クリニック 

紹介方法 病診連携（FAX） 
医師間のメール　など 

がん診療施設からの 
統一された情報提供書式 

なし 

県外からの紹介 なし 

妊孕性温存実施施設 自治医科大学・那須赤十字病院・
中央クリニック 

ネットワーク運用資金 なし 

ネットワークHome 
Page 
・開設資金 

なし 
 





ネットワークの運営体制（2） 

妊孕性温存に関する 
情報提供内容 

独自資料あり 
（学会作成・聖マリアンナ医科大学作成) 

症例の情報 各施設で管理 

施設間の交流方法 
（患者紹介以外） 

定期的な研究会の開催 

行政の関与 妊孕性温存費用助成を申請中 

ネットワークの特徴 院内ネットワーク 

ネットワークの課題 医療従事者側の知識不足 



Future Planning 
•  院内ネットワークシステムが２施設において開始された 
•  栃木県内での研究会が立ち上がった 

・県内でのがん・生殖医療の人材育成・啓発 
・院内ネットワークを県内ネットワークに発展させる 
・県内ネットワークのヘッドクオーターの設置 
・北関東・南東北からの患者紹介 
・行政機関の参画 
・公的な助成金の確保 


